
Why Kyndryl?

データの活用で、
システム運用に変革を。



既存のIT資産と
新しいデータを同時に
取得・活用
キンドリルが提案するのは、ご利用のツールと連携して

データを収集・活用し、新しいレベルの運用管理を実現する

オープンな統合プラットフォーム「Kyndryl  Bridge」。30年

にわたるノウハウの蓄積から、精錬されたナレッジを統合

し、既存システムを活かしながらAIによる自動化やデータ

活用を推進します。

どうやってデータを活用するの？

データの有効活用で、
システム運用に
変革を。

売上やマーケティングのデータを活用し、ビジネスの課題

を解決する「データドリブン」。ビジネスの世界ではスタン

ダードとなってきているこの考え方ですが、システム運用

には関係のない話だと思っていませんか？実は「データ

の活用」はもう始まっています。運用にかかわるコスト

や人材、リスクなどの課題を解決し、さらには新たな

ビジネス活動の推進まで。データ活用で、運用のあらゆる

悩みを解決しませんか？

データの活用で、IT部門は大きく変わる？

デジタルプラットフォームを活用した運用の実現
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人とプロセス、ツールをつなぎ、アプリからインフラまで
企業のIT全体を統合し見える化します。キンドリルは、既存
の資産を活かしながらお客様に最適なプラットフォームを

ご提案。さらなるシステム拡大の際には、その選定やカス

タマイズをともに推進します。 

可観測性の向上により、
システムやユーザー行動を見える化。

データを蓄積・見える化することで、インシデントの兆候をつか
んだり、障害発生時のアクションの自動化も可能になります。
それを実現するのは、世界4000社以上のシステムを支える

キンドリルの運用データ。世界中のインシデントやその対応

の知見が凝縮されたデータをAIで分析し、さまざまな場合に

最適なアクションを導き出す支援をします。

データから得られるインサイトで
障害の兆候をつかんで事前に対応。

・システムのブラックボックス化。

・ユーザー行動が見えない。

解決すべき課題

解決すべき課題
・トラブルの事後対応の常態化。

・人手に頼ったトラブル対応。

I Tトラブルの
芽を摘む

解決すべき課題
・貴重なI T人材が、トラブル対応や日々の

　業務で真価を発揮できない。

エンジニア人材
のさらなる活躍

Why Kyndryl?

Why Kyndryl?

機械化できる単純作業を機械に任せることで、付加価値の
高い業務へのシフトが可能になり、貴重な人材にスキル
アップの機会が生まれます。実際にセキュリティアラートの
解決やインシデント対応が自動化されているシステムもあり

ます。多くの企業が、IT人材のさらなる活躍のために動き出し

ています。

AI×データで運用を自動化し、
新たなエンジニアリング活動へ。

Why Kyndryl?

システム運用に
「ガバナンス」を

次世代のシステム運用にキンドリルを選ぶ理由。
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The Heart  of Progress.
TM

  社会成長の生命線TM

キンドリルはKyndryl Consult、Kyndryl Bridge、Kyndryl Vitalを組み合わせた総合的なアプローチで、 お客様が目指す

未来像や成果にむけて、ロードマップの策定から実装・構築、さらに将来にむけてITインフラを進化させ続けることでお客様

を支援します。

複雑なビジネス課題を解決するオープンな共創体験の場として、アイデア
のプロトタイプの作成と検証を行い、実行可能な計画を共創します。問題
定義から成果物の作成まで、最適なロードマップを共に描いていきます。

Kyndry l  Bridgeプラットフォームのデータ洞察とKyndry l  V it alの共創的
に問題解決を図る取り組みを活用し、複雑なI T環境への対応とビジネス
成果の拡大を支援します。共創した道筋を本番環境で実現するシステム
設計や構築を行います。

データドリブンの洞察や専門知識を活用してITソリューションを提供
するオープンな統合プラットフォームです。IT運用知識とIPとを組み
合わせ、自動化や効率の最適化を推進し、新しいレベルのI T運用管理
を実現します。

システム運用のこんなお悩み、ありませんか？

受け身のトラブル対応が多く、障害対応に時間がかかる。

複雑化するシステムの全容を把握するのが難しい。

システム運用に多くの人材やコストが割かれてしまっている。

最新のテクノロジーを使って運用業務を変革したい。


